
内宮を流れる五十鈴川は、倭姫命が御裳を濯がれた
ことから「御裳濯川」（みもすそがわ）とも雅称されます。
題字は本会会長の松下正幸による浄書。表紙は、千
本格子の妻入民家がつづく市場庄の町並み。
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令和3年 春

特
集参

宮
街
道
の
町
並
み

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
だ
よ
り

お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

4
月
2
日
　
神
田
下
種
祭

　
　
3
日
　
神
武
天
皇
祭
遙
拝

　
　
14
日
　
大
麻
用
材
伐
始
祭

　
　
20
日
　
植
樹
祭

　
　
28
〜
30
日
　
春
の
神
楽
祭

　
　
30
日
　
大
祓

5
月
1
日
　
神
御
衣
奉
織
始
祭

　
　
13
日
　
神
御
衣
奉
織
鎮
謝
祭

　
　
14
日
　
風
日
祈
祭

　
　
　
　
　
神
御
衣
祭
　

　
　
31
日
　
大
祓

6
月
1
日日
　
御
酒
殿
祭

　
　
15
〜
25
日日
　
月
次
祭

　
　
30
日
　
大
祓



参宮街道の町並み
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お
か
げ
参
り
が
盛
ん
だ
っ
た
江
戸
時
代
、
伊

勢
へ
向
か
う
街
道
は
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
い
ぶ
し
瓦
に
千
本
格
子
、
漆し
っ
く
い喰

壁
や
杉

の
下
見
板
貼
り
…
旧
街
道
筋
に
は
、
今
な
お
往

時
の
面
影
を
伝
え
る
町
並
み
が
い
く
つ
か
現
存

し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
見
え
て
、
地
域
の

個
性
が
現
れ
る
参
宮
街
道
の
建
物
を
、
伝
統
建

築
に
明
る
い
建
築
家
と
訪
ね
ま
し
た
。

東
海
道
四
十
七
番
目
の
宿

　　

歌
川（
安
藤
）
広
重
の
浮
世
絵
で
知
ら
れ
る

東
海
道
五
十
三
次
。
徳
川
幕
府
が
設
け
た
宿
場

の
う
ち
、
江
戸
か
ら
四
十
七
番
目
に
当
た
る
の

が
亀
山
市
の
関
宿
で
す
。
東
西
約
一
・
八
キ
ロ

の
通
り
に
は
江
戸
か
ら
明
治
期
の
町
家
二
百
軒

余
り
が
軒
を
連
ね
、
昭
和
五
十
九
年
に
東
海
道

の
宿
場
町
で
は
初
め
て
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

通
り
に
面
し
た
町
家
の
ほ
と
ん
ど
が
、
平ひ
ら
い
り入

の
厨
子
二
階
。
格
子
を
巡
ら
せ
た
見
世
の
間
や

玄
関
上
部
の
部
屋
を
低
く
し
た
造
り
で
、
二
階

は
物
置
や
使
用
人
の
寝
泊
ま
り
に
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
開
口
部
に
は
漆
喰
で
塗
り
ご
め
た
虫む
し

籠こ

窓
や
、
縁
起
を
か
つ
い
だ
漆
喰
彫
刻
が
見
ら

れ
ま
す
。
か
つ
て
牛
や
馬
を
つ
な
い
だ
環
金
具

や
、
腰
掛
に
も
な
る
可
動
式
棚
バ
ッ
タ
リ
が

残
っ
て
い
る
の
も
、
旅
籠
や
商
店
が
ず
ら
り
と

軒
を
連
ね
た
関
宿
な
ら
で
は
。

　

伊
勢
別
街
道
が
分
岐
す
る
東
の
追
分
に
は
、

ご
遷
宮
で
役
目
を
終
え
た
内
宮
宇
治
橋
の
鳥
居

が
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
り
の
中
央
に
建
つ
関
地
蔵
院
（
国
重
要
文

化
財
）
の
向
か
い
に
は
関
宿
を
代
表
す
る
旅
籠

東海道五十三次の宿場町
豪商を生んだ城下町
斎宮から伊勢への街道
おかげ参りの時代を彷彿させる
懐かしい町並みを歩きます

の
ひ
と
つ
、
会
津
屋
が
あ
り
ま
す
。

「
屋
根
が
膨
ら
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
。
む
く
り

屋
根
と
言
っ
て
、富
の
象
徴
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

会
津
屋
の
隣
三
軒
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と

時
代
順
に
建
物
が
並
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
」

関
宿
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
さ
れ
る
菓
匠

「
深
川
屋
陸
奥
大
掾
」
の
十
四
代
当
主
・
服
部

亜
樹
さ
ん
が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
関
は
幕
板
の
位
置
が
独
特
で
す
ね
」

　

同
行
を
お
願
い
し
た
伊
勢
の
一
級
建
築
士
・

萩
原
義
雄
さ
ん
が
、
軒
先
に
垂
れ
た
板
に
目
を

止
め
ま
し
た
。
一
階
の
庇
に
取
り
付
け
て
風
雨

か
ら
人
や
建
物
を
守
る
板
の
こ
と
で
、
一
般
的

に
は
庇
の
先
端
に
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
か

関
で
は
庇
の
か
な
り
内
側
に
あ
り
ま
す
。

「
当
時
の
大
工
さ
ん
の
意
匠
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
」。
服
部
さ
ん
が
言
う
よ
う
に
、
そ
の
町
独

特
の
景
観
は
、
一
人
の
大
工
が
弟
子
に
伝
え
、

そ
の
弟
子
が
孫
弟
子
に
と
い
う
具
合
に
地
域
へ

広
ま
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
江
戸
時
代
は
通
り
の
高
さ
が
現
在
よ
り
三
十

セ
ン
チ
程
低
か
っ
た
の
で
、
し
ゃ
が
ん
で
通
り

を
眺
め
る
と
、往
時
の
気
分
が
味
わ
え
ま
す
よ
」

服
部
さ
ん
の
解
説
は
、
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　
卯
建
の
上
が
る
豪
商
の
町

「
明
日
は
お
た
ち
か
、
お
名
残
惜
し
や
、
六
軒

茶
屋
ま
で
送
り
ま
し
ょ
…
…
」

　

道
中
伊
勢
音
頭
に
唄
わ
れ
る
六
軒
は
、
現
在

の
松
阪
・
市
場
庄
町
あ
た
り
。
か
つ
て
六
軒
の

茶
屋
が
並
ん
で
い
た
宿
場
町
に
は
、
ゆ
る
や
か

に
蛇
行
す
る
街
道
沿
い
に
、
千
本
格
子
の
美
し

い
妻つ
ま
い
り入
民
家
や
土
蔵
が
ひ
し
め
い
て
い
ま
す
。

特集

1

3

2

45

6

1／深川屋さんの玄関にある擦り上げ
雨戸。屋内上部に仕舞われる。
2／京都側は漢字、江戸側はひらがな
（右頁写真）になっている庵看板。
3／むくり屋根は、繁栄した家の象徴。
4／火炎宝珠を象った玉屋の虫籠窓。
5／牛をつないだ環金具。
6／バッタリ（ばったり床机）は、上げ下
げできる便利な店棚。腰掛けにも。

7／江戸で一番の紙問屋だった小津清左衛門家
の邸宅。博物館として公開されている。
8／2棟をつなぐように、広い間口に取り付けら
れた袖壁と卯建。（旧長谷川治郎兵衛家）
9／本町の平入民家。漆喰塗りの袖壁は、火災
時の延焼を防ぐためのもの。

鈴鹿峠を望む関宿。中央に見えるのが関地蔵院。

■関宿旅籠玉屋歴史資料館
江戸時代に建てられた大旅籠に、歴史資料を展示。　月曜休館
亀山市関町中町４４４-１　TEL.0595-96-0468
■深川屋陸奥大掾　　
創業380年、銘菓「関の戸」で知られる老舗。　木曜定休　
亀山市関町中町３８７　TEL.0595-96-0008

■旧小津清左衛門家　月曜休館。
松阪市本町2195　TEL.0598-21-4331

関せ
き
じ
ゅ
く宿

市
い ち ば し ょ う

場庄・松阪

市場庄では平入と妻入の家が同居する。
入母屋は近年の屋根様式。

78

9

桑
名

伊
勢

伊
勢
街
道市

場
庄

松
阪

日
永

京
都
へ 関

津

斎宮

明
星

東
海
道

伊勢別　
街道
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「
旧
街
道
に
は
平
入
が
多
い
の
で
す
が
、
伊
勢

が
近
く
な
る
に
つ
れ
、
妻
入
の
割
合
が
増
え
て

き
ま
す
」
と
萩
原
さ
ん
。
半
農
半
商
の
家
が
多

か
っ
た
市
場
庄
か
ら
松
坂
城
下
へ
入
る
と
、
平

入
が
優
勢
に
な
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
見
応
え
が
あ
る
の
は
松
坂
城
址
の

北
東
。
戦
国
末
期
、
近
江
か
ら
入
城
し
た
蒲
生

氏
郷
が
故
郷
か
ら
呼
び
寄
せ
た
家
臣
や
商
人
を

住
ま
わ
せ
た
魚
町
、
本
町
筋
で
す
。
板
塀
に
囲

ま
れ
た
黒
塗
り
の
蔵
や
町
家
は
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
井
家
、
長
谷
川
家
、
小
津
家
な
ど
、
江
戸

店
持
ち
の
豪
商
は
こ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
商

家
の
二
階
に
袖
壁
が
あ
る
の
は
、
火
災
時
の
延

焼
を
防
ぐ
た
め
。
そ
の
上
部
に
瓦
屋
根
を
付
け

た
も
の
が
「
卯
建
」
で
、「
う
だ
つ
の
上
が
ら

な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
卯
建
は

成
功
者
の
象
徴
で
し
た
。
旧
小
津
家
、
長
谷
川

家
は
、
豪
商
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
博
物
館
と
し

て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
入
か
ら
妻
入
へ

　
明
和
町
は
、
松
阪
市
と
伊
勢
市
の
中
間
。
櫛

田
川
を
渡
り
、
近
鉄
山
田
線
と
並
行
す
る
よ
う

に
参
宮
街
道
が
通
じ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
界
隈
の
家
の
特
徴
は
、
ひ
と
つ
は
外
壁

の
『
き
ざ
み
囲
い
』。
下
見
板
を
重
ね
た
木
製

ユ
ニ
ッ
ト
で
、
隣
家
が
火
事
の
と
き
に
は
取
り

外
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
屋
根
の
妻
側

に
張
ら
れ
て
い
る
の
は『
張
り
出
し
南
張
囲
い
』

と
い
っ
て
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
所
を
守

る
た
め
の
板
。
関
で
は
幕
板
と
呼
ば
れ
て
い
た

も
の
が
、
当
地
で
は
『
軒の
き

雁が
ん
ぎ木

』
と
名
称
が
変

わ
り
ま
す
」。
地
元
と
あ
っ
て
萩
原
さ
ん
の
説

明
に
も
熱
が
こ
も
り
ま
す
。
斎
宮
を
過
ぎ
、
明

星
ま
で
来
る
と
外
壁
を
黒
く
塗
っ
た
妻
入
民
家

と
土
蔵
が
増
え
て
き
ま
す
。

「
昔
は
け
ず
り
墨
を
水
で
溶
い
て
塗
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
固
形
墨
を
つ
く
る
際
に
生
じ
た
余

り
材
で
、
墨
に
配
合
さ
れ
て
い
る
ニ
カ
ワ
が
保

護
膜
の
役
目
を
果
た
し
た
の
で
す
」

　
雨
が
多
い
日
本
で
は
、
先
人
た
ち
は
雨
仕
舞

い
を
ど
う
す
る
か
、
知
恵
を
し
ぼ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
各
地
域
の
風
土
に
添
っ
た
家
づ
く
り

が
、
特
徴
あ
る
町
並
み
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
伊
勢
に
切
妻
・
妻
入
の
民
家
が
多
い
わ
け
は
、

神
宮
社
殿
の
平
入
と
同
じ
で
は
畏
れ
お
お
い
か

ら
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
実
際
は
、
玄
関
側

に
落
ち
る
雨
を
少
な
く
し
た
い
、
街
道
や
川
に

沿
っ
て
建
物
を
で
き
る
だ
け
密
集
さ
せ
た
い
な

ど
、
風
土
の
特
性
や
社
会
的
要
因
も
大
き
か
っ

た
の
で
は
。
こ
れ
も
昔
の
人
の
暮
ら
し
の
知
恵

や
思
い
の
現
れ
で
し
ょ
う
。

３地区３様の幕板
関では庇の中ほどに斜めに
設置され、二重庇のよう（右
上）。松阪では庇の先端から
はみ出すように（右下）。明星
では深い軒の先端に、垂直に
付けられている（左上）。

民家に詳しい伊勢
の一級建築士・萩
原義雄さん。「みえ
木造塾」を主宰し、
校倉造りの家など伝
統建築の知恵を現
代に生かしている。

1／平入（左）と妻入（右）の
建物が向かい合う。
2／スギ板きざみ囲いを黒く
塗装。破風下のせり出しは
張り出し南張囲い。
3／妻入むくり屋根の家。雨
戸の戸袋を室内とすること
で、端正な外観に。

明み
ょ
う
じ
ょ
う星

2

1

3

通
り 通

り通
り 通

り 妻入平入
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